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年間使用量32,192kwh

５回/年　参加１００名 ５回/年　参加１００名

項目 採用の人数

年間使用量29,930kwh(7%削減)

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 年間使用量の削減

現状（2024年） 更新時（3年後）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

毎年１名以上の採用を実施する

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

５回/年　延べ参加人数１０４名の実
績

〇達成
<２０２4年１月１日～２０２4年１２月３１日の使用量>
年間使用量　　32,192kwh

項目 参加回数と参加人員数

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

〇企業活動継続のための人材の確保と育成 現状（2024年） 更新時（3年後）

12.1%の削減実績

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

過去3年間で４名採用

前期の指標に対する実績

今後３年間で５名採用

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数
値および更新時（3年後）の数値目標を記載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認
ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

５回/年　　延べ参加人数１００名

前期の指標に対する実績

〇社会貢献活動の継続実施及び推進
<２０２１年実績>
合計活動回数　　４回/年　　延べ参加人数８０名

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

〇達成
●熊本県舗装協会ボラ・熊本県法面保護協会ボラ・くまもと　み
んなの川と海づくりボラ(八代市主催)・ロードクリ―ンボラ(自
社主催)・農道の美化・保全活動(自社)

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a
〇達成

２０２２年～２０２４年の３年間に
て４名の新規採用を実施

a

社会

経済

環境

社会

経済

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な
取組み」と「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

熊本県・八代地域振興局・氷川町・熊本県建設業協会八代支部・氷川町建設業協会・熊本県法面保護協
会・熊本保護観察所と災害協定及び社会貢献活動協定・協力雇用主協定を締結し、すべてのステークホ
ルダ－の社会生活に対する安全・安心快適が最大化されるよう継続して活動する。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

〇電気エネルギ－使用料の削減
<２０２１年１月１日～２０２１年１２月３１日の使用量>
年間使用量　　36,604kwh

次回更新時までに年間使用量の
１０%削減を行う。

〇継続するための人材の確保と育成
<２０２１年の入社実績>
新規入社　１名/年

経済

環境

事業者名 株式会社　山口建設

安全で高品質の工事施工を実施し、発注者や当該構造物の利用者・受益者をはじめとするすべてのス
テークホルダ－の満足度や社会インフラへの安心度が最大化されるよう事業を推進すると同時に、透明
性の高い安定した経営を行うことで地域の「持続可能な社会生活」に貢献する企業を目指します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

〇電気エネルギ－使用量の削減

〇社会貢献活動の継続実施


